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-北広島団地内小学校の新たな適正配置住民説明会 
 

と き 平成 19 年 8 月１日（水） 
ところ 広葉小学校 体育館 

                       じかん 19：00～22：30 
参加者  41 名 
 

事務局       教育長  白崎 三千年   
 管理部長 小菅 敏博 

    教育施策推進担当参事 工藤 正 
            主査 川合 隆典 
            主事 木村 洋一郎 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
■ 開 会   19：00～                 進行司会 小菅部長 
■ 教育長挨拶 19：00～19：10   
   北広島市立小学校の適正規模の答申の経過説明及び本日の説明会の主旨説明 
■ 適正規模に関する中間答申の説明 19：10～19：50 
  工藤参事から、パワーポイントを使用し、別紙資料により説明 
■ 参加者からの意見、質問 19：50～22：30 
 
事務局 それではこれから質疑応答に入らせて頂きます。 
 
住 民 人数が少なくなって統合することや、子ども達がまったくクラス替えがなく終わってし

まうのも、教育上よくないというのは分かりますが、通学路のことで疑問があります。そ

の中のひとつに、通学距離が広葉小学校までは遠いロイヤルシャトーや北進団地があり、

北進町では 1.3km で時間も 30 分以内と言っていました。私は栄町 2 丁目の郵便局の上の

辺りに住んでいますが、直接子ども達と一緒に通学路を歩いていった際に、子どもの足で

15 分かかっていました。北進団地はさらに遠いので、今現在でも 30 分はかかりますし、

止まってみたり道草をすればもっとかかるので、私たちは多めに時間を見て登校させてい

ます。子どもの本当の意味での特性を踏まえた通学時間の計算をされていたのか疑問です。

親としては若葉小学校には、道路を渡るより遊歩道を使っていくほうが、危険性が少ない

ので良いのかとは思いますが、住まいから行くとなると、中学校の横を通り南町公園の近

くまで行くということで、かなり遠回りになります。そうすると 1 時間まではかからない

にしても、それに近い時間がかかります。その辺をどのように考えていらっしゃるのか。 
それから遊歩道を使う際に、広葉まで来る時点で街路灯が少ないです。うちは学童クラブ

へ行っていますので、5 時になります。冬には 4 時には真っ暗で灯りがない状態で帰らな

ければならない状態です。防犯の面など、安全面をどう考えているのでしょうか。 
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事務局 通学方法・通学距離の関係につきましては、子どもと一緒に歩くということはしており

ません。文部科学省の基準というものを先ほどお話しましたが、小学校の長距離通学は、

基本的に 4km 以内ということを基本ベースにしております。ただ北広島市においては、

審議会等の考えもあるのですが、基本は 2km 以内が望ましいのではないかと考えており

ます。そのため 2km の中で私たちが歩き、自分の目で見て、通学路上の支障物件などを

確認し、通学路は距離を含めて問題ないと判断したものであります。 
    防犯上の部分につきましては、不審者や暗いといった色々なものがあるかと思いますが、

その時々によって想定されないケースもあります。ただ今は地域を中心にして協力して子

どもを守るという動きも出ておりますのです、様々なことを各地区・各学校でやっていま

す。こちらは市・教育委員会としてどういう事業をするといった明確なものはありません

が、子どもを守っていくのは保護者・地域・学校で協力してやっていかなければならない

ですし、個々のケースで話し合いをしながら進めていきたいと考えております。 
 
住 民 子どもの防犯に対して地域を巻き込むのはいいことだと思いますし、人材を活用すると

いうのは、コミュニティの再形成の部分では良いと思います。しかし市が私たちの子ども

を責任もってやるというのが子育て支援だと思いますので、そういったところをもっと吟

味してやっていただきたいというのがお願いです。 
 
事務局 要望として承っておくということでよろしいですか。 
 
住 民 まず通学路を実測していただきたいと思います。ただ地図で 1cm だから何分という、

不動産屋さんが測るようなやり方の 25 分というのは、まったく納得がいきません。わた

しはロイヤルシャトーに住んでいますが、最短距離を歩いてみても 40 分はかかりました。

例えば新 1 年生の子どもの足で何分かかるのか、1.7km という地図上の距離ではなく、実

際に子どもを使って通学路を測っていただきたいです。 
    白樺町には現在何名の就学児童がいて、ロイヤルシャトー・クリーンリバーに何名の通

学児童がいるのか、人数も調べていただきたいと思います。例えば白樺町が 5 名でクリー

ンリバーが 30～40 名ということになると、より多い人数が遠い学校に通うということで、

不思議な話になってきます。ただ距離だけの問題ではないと思います。また現在だけでは

なく、今後の就学人数もロイヤルシャトー・クリーンリバーにはたくさんいると思います

ので、年度別で調査をしていただきたいと思います。 
 
住 民 通学距離のことなのですが、高層住宅に住む通学距離は、長くて約 1.3km となってい

ますが、うちは北進団地の公団に住んでいまして、つぼ八の交差点から車のメーターで

1.4km です。1.3km というのは、若葉からコンパスで円を描く 1.3km には、高層住宅は

当てはまると思います。まさかそういう計算はしていないだろうとは思いますが、子ども



 3 

を使ってまず遊歩道を歩いてみました。30～35 分くらいかかりましたが、途中で人には

誰にも会わないし、街路灯もない。逃げるところもないし、何かあったときにどうするの

かと思いました。生協側の道路を通ると、最後には坂があるせいもあり、子どももだらだ

らと歩いてしまって、2 年生ですが 48 分かかってしまいました。25 分かかると言ってい

たので、家の子どもと一回歩いてもらいたいと思うくらいの距離です。 
 
住 民 適正規模については 12～24 学級が基本で、地域密着で発信した学校については、基本

に満たなくてもいいという説明がありました。地域の特性を考えて、12 学級に満たなく

てもという言い方があったのですが、広葉小学校の場合 1～2 年生が 1 学級ですが、これ

から入学してくる子どもたちの数を見ると、35 名以上いるので平成 20～23 年と 2 学級を

取れそうですので、8～10 クラスの中で、なぜ今合併をしてしまうのか疑問に思います。

子どもの数が減っているのは、社会的現象です。子どもを大事に皆で育てていきたいとい

うこともあります。北広島団地内の児童数は減少しており、平成 25 年度には児童数の増

加は見込めない。その平成 25 年には 4 校を１校にし、新たな学校を北広島団地の中心部

に建設することも検討されたが、用地の確保の問題など現実的ではないとの結論になって

いる。5 年後のことに関して、現実的ではないのでしょうか。今回の合併のことも平成 17
年から始まり、いまは平成 19 年です。平成 25 年は何年後でしょうか。その時点でまた合

併して新たなことを考えるよりは、長い 10 年といったスパンで見ていただけないでしょ

うか。中学生になると、小規模というよりは大規模で皆に揉まれた方が良いと思いますが、

小学校は 1～6 年生までいて、とくに 1 年生においては、小規模校は教育上よいと思いま

す。 
 
住 民 通学路のことですが、交通状況という 8 ページの 3 番ですが、広葉小学校・若葉小学校

ともに、現状は徒歩通学である。ただ北広団地内はバスが通っており、使用する校舎によ

ってはバスを利用した通学が可能な地区もあるとあります。これは遠い人にはバスを使っ

たらいいというようにとられると思います。前に審議会の方に参加させていただいたとき

に、4 校合併の際にもしスクールバスを出した場合、子どもの体力低下・安全上に問題が

あると皆さんおっしゃっていたと思いますが、普通のバスを使うことは、もっと危険を伴

うのでないかと思います。例えば行きはバスで行ったとして、帰りは必ずバスがあるので

しょうか。その辺を疑問に思いますので、質問させていただきます。 
 
事務局 今の地図での距離は、かなり正確でありますが、先ほど申し上げた数字というのは、駐

車場の部分で測っているのが基本です。子どもさんを使ってやってほしいということであ

りますが、そういう機会も可能であります。 
    適正規模の関係で、地域によってはという話があったと思うのですが、そういうような

説明はしておりません。通学区域審議会の中で、小学校の適正規模は 12～24 学級と考え

ておりますが、児童数の推移や地域の状況から、学級数については弾力的に考えていかな
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ければならないとうたっております。そのことを言われているのではないかと思いますが、

解釈が若干違うかと思われます。それに関しては、4 校を 1 校にするのは現実的ではない

という意味でとられているかと思いますが、審議会の方では今の児童数の推移からいきま

すと、適正規模を確保するということでは 4 校を 1 校にするのが理想です。ただ、4 校を

1 校にした場合、今の敷地の部分でどこかに建て増しをするということでいうと、通学距

離が保護者や地域の方が一番心配している通学距離の部分で、無理ではないかということ

であります。理想の部分で 4 校を 1 校にする場合、団地の中で中央の辺りに建設するのが

理想でありますが、現実には用地などの関係から、現実的ではないという審議会の判断で

あります。 
    交通状況のご質問でありますが、広葉小学校・若葉小学校ともに徒歩の通学であると表

現されておりますが、その前にご説明させていただきましたように、文部科学省の遠距離

通学については 4km 以内ということがありますが、特に団地の中でいえば、2km 以内が

子どもの通える距離ということで、検討・整備をしております。場合によっては路線バス

があって、それを利用させたいという保護者の方がいましたら、バスの通学等も可能だと

いうことで表記をさせていただいております。 
    相当の時間がかかるという話が出ておりましたが、我々も教育委員の皆さんも歩いてみ

た結果の時間を 25 分とお話しました。必要であれば私たちも子どもたちと一緒に歩きま

す。 
 

住 民 それはここに出てくる前にやってほしかった。私たちが学校に行くのではなく、1～6
年生の子どもたちで、1 年生と 6 年生では体格も違えば体力も違います。一番きつい 1 年

生の足を使った結果でやってほしかった。大人の物差しで見るものではないと思います。 
 
事務局 そのへんについては言われるとおり、子どもさんと一緒に歩くということはしておりま

せんので、検討させていただきたいと思います。 
 

住 民 皆さん不安に思っているのです。あなた方が研究不足なんですよ。わたしは北進に住ん

でいますが、大人でも 35～40 分くらいかかります。そういうことをきちんと研究して、

それの上で話をするべきだと思います。私たちが子どもをもって実際に話をしているもの

と、差があると思います。約束するということではなくて、次回にどういう機会を設けて、

実際にこういうふうに歩いて、これだけ時間がかかったからというように話をしてもらわ

ないと、約束するということでは信用がならないのです。実際に子どもと歩くというのは、

そんなに難しいことではないですよね。今から 1 時間もあればできますよね。それを約束

はできないのですか。 
 
事務局 それではなるべく早い時期に、いま 1 時間近くかかったという保護者さんを含め相談し

まして、私たちも一緒に歩きますので、よろしくお願いいたします。 
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    これからもいろいろ質問があると思いますが、今日答えを出せないものもあるかと思い

ますが、また次の機会に説明会をさせていただきたいと思いますので、それまでに結果を

出して報告させていただきます。時期はこのあと皆さんと相談をして決めたいと思います。

今日は広葉小学校さんの初めての説明会ですが、8 月 24 日までそれぞれ 1 回目の説明会

が続きます。そして実際に現地を回るとなりますと、いつ頃回るかということがあります。 
 

住 民 今まで質問された返答ができないと、説明会で困るのではないですか。 
 
事務局 今日は広葉小学校の説明会で、明日は若葉小学校校区の説明会を行います。少なくとも

広葉小学校の皆さんから出た質問で、お約束したものについては、こちらの次の説明会で

ご報告できるようにするということです。 
 

住 民 お答えが出ていないのでもう 1 度ご質問させていただきます。白樺町には現在何名の就

学児童が通学していて、ロイヤルシャトー・クリーンリバー2 棟の就学人数と、これから

3～5 年間の年度別での就学予定人数を調べていただきたいと思います。例えば白樺町か

ら 5 名、ロイヤルシャトー・クリーンリバー方面から 50 名となると、より多い人数が遠

い学校に通わなければならないという、不思議な状況になります。一般的に考えて、若葉

小学校の児童は広葉中学校に通います。それならば広葉小学校に通学できるのではないか

と単純には考えられます。どうして 4 校で最大規模の小学校が、少ない人数の学校へより

多くの生徒が通うことになるのでしょうか。校舎に関しては 1～2 年古いとか、2 列にな

っている 3 列になっているといった、私たちが聞いてもどこに差があるのか分からないよ

うなことで、校舎で選定するというのはまず無理だと思うのです。 
 
事務局 児童数については、次回の説明会で答えさせていただきます。 
   校舎の選定理由については、いくつもあります。児童数での評価はしておりません。4 つ

の大きな柱があり、それで使う校舎の方向付けをさせていただきましたので、ご理解をい

ただきたいと思います。 
 
住 民 お子さんの数が減ってきているということで、将来的に減っていくのは仕方がないと考

えておりますが、時期についてはぜひ保護者の理解を得て進めていっていただきたいと思

います。 
    こちらに来て間もないのでお聞きしたいのですが、なぜこの 4 校の問題に限定している

のかと思います。先ほど、今までの学校の区域を変えないと言われていました。しかし市

街地全体の校区を変えたりする中で、通学距離や人数などを考えて、適正な学校へ進める

ような方向はなかったのかと疑問に思います。わたしは北進町に住んでいるものですから、

線路を跨ぐということがありますけれども、正直を言って広葉小学校よりも東部小学校の

方が近いのですよね。4 校だけの問題にするのではなくて、子どもの通学距離が問題にな
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るのであれば、市街地全体の問題として考えるということもできたのではと思います。 
    それから 4校を 2校にという方針を出されましたが、適正配置ということから考えると、

高台の 2 つを足しても、教育委員会で言われている適正配置にならないという実態があり

ます。将来的には残った 2 校も、1 校へということも考えられるかと思います。そうなる

と年数が経たないうちに、また新たな学校をという論議になるのは大変かと思います。長

期的な子どもの推移をしっかり考えて、十分に審議をしていただきたいと思います。 
    適正配置の文章が出された中で、広葉小学校の校舎ですが、スロープがあって安全性が

懸念されますという表現があります。これは統合以前の問題ではないかと思うのです。安

全性が心配されているのであれば、まず統合の前に改善して、子どもたちが安全に登校で

きるようにしていただきたいと思います。これが理由でこの校舎が選ばれなかったという

のであれば、今まで安全でないところにうちの子ども達は通っていたのかという意味では、

残念かと思います。 
    北広島市の教育のよいところは、地域に根ざした学校をつくっていただいているという

ことが、ありがたいと思います。昨年度にうちの息子が卒業させていただきましたが、と

ても温かい卒業式で感動しました。こういう良い学校に通わせていただけて、良かったと

思っています。ひとつひとつの地域で良い教育をしていると思いますので、そういうとこ

ろはぜひ残していただきたいと願っております。また障がい時学級につきましても、それ

ぞれの学校で開設していただいて、地域の子どもが地域に通える体制を北広島市の教育行

政はやっていただいております。こういう良いところをこれからも残していっていただけ

たらと思います。適正配置ということでは必要かと思いますが、これまでの教育行政を残

していっていただき、安全な登下校などを考えていただきたいと思います。 
 
事務局 4 校を限定して適正は位置を検討したのは、まず少子化が進み子どもの数が減っており、

議会の中でも非常にご心配いただいております。その中で本当に適正な学校の規模はどう

だろうということから、平成 17 年 6 月に全市的な見地で、適正規模・配置についての諮

問をし、検討いたしました。その中で大曲東小学校が、1 校で団地の 4 校より子どもさん

がいます。団地の中の 4 校は、住環境に優れたものをつくろうという、人工的につくられ

た団地なものですから、急激に人口が増えましたが、現在は 148～254 名の学校があり、

審議会の中でもとくに小学校の児童数減が著しいということから、どういう風にするかと

いう検討がなされました。全市的な調査検討から始まり、最終的に 4 校に絞られていった

ということがあります。規模的には団地の場合、1 校で全部の児童を入れるとしても、740
～750 名ですので、十分可能な数であります。しかし審議会の話の中では、各委員さんが

最終的に団地の 4 校を 1 校ということになれば、通学の距離等から負担が大きくなるとい

うことから、審議会にはＰＴＡの代表の方も入っていますので、適正規模だけで判断する

べきではないという方向付けがなされたという経過があります。 
    高台小学校と緑陽小学校が統合したとしても、近い将来に複数学級が保てないのではな

いかという、そういう議論も審議会でされております。しかし基本は基本として押さえな
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がら、学校というのは子どもさんの教育の場で、当然親も関わります。そういう親の意向

や児童の心境も考えて、まず 2 校を 1 校にして教育環境を整えるということが必要ではな

いかという答申をいただきましたので、それを教育委員会でも審議をしながら、現地を歩

いたり校舎の状況を見たりと調査もしました。その結果、先ほど話しましたものでありま

す。 
    広葉小学校の件では私たちの資料の作り方が悪く、誤解をあたえたとすれば、大変申し

訳ないと思います。周辺の町や市の校舎の状況を見ましても、広葉小学校が校舎として劣

るということではありません。確かに校舎は古いのですが、修繕が必要なところは修繕を

しながら、とくに校長先生や教頭先生は学校の管理についても、前向きに見てくださって

いますので、必要なものは我々も連絡をいただきながらやっております。資料に不適切な

言葉がありましたので、大変申し訳ありません。深くお詫び申し上げます。 
    質問の中で、人数が少ない学級でも私たちは十分ですというお話がありましたが、こち

らについては実際に子どもの発達について、宮村相談員の方からお話いただきます。 
 
相談員 小学校 1～2 年生と 3～4 年生と 5～6 年生とを考えたときに、今集団が一番必要なのは

3～4 年生と私どもは押さえております。いまは兄弟が少なくなっており、広葉小学校で

も一生懸命縦割り班をつくってやっています。私であれば 6 人兄弟の下から 2 番目で、ど

ちらかというと兄弟に教えられて育ってきている。それから地域の少年団とか町内会の子

どもの行事もなくなり、子どもが集団で物事をやる機会が少なくなってきている。そうい

う中で育ってきており、今日の社会の中でいろいろなことが出てきています。いま一番学

校に求められているのは何かというと、集団で活動する、集団で子どもが学んでいくとい

うことであります。個と集団といった時に、教育の中で個々にあまりにも焦点を当てすぎ、

集団を軽んじたために、大人になって集団の中に入っていけない人たちがたくさん出てき

ている。いま見直されているのは、学校の集団活動をいかにしっかりとさせていくかとい

うかたちで行われています。全道各地で統合をされていますが、なるべく大きな集団で学

校教育をして、子どもを育てていくことが大切だと押さえています。そういう意味では適

正規模の 2～3 学級が 5～6 学級になると、集団として大きすぎる。そういうことで若葉小

学校と広葉小学校を統合していきますと、2～3 学級である程度子ども達がクラス替えの

経験ができ、いろいろな集団の中でたくさん学ぶことが出来るのではないかという意味で、

今回この統合を考えている。お母さんが言われたとおり、集団の中で育てていくというこ

とは、大切なことだと考えています。広葉小学校さんは 1 学級のときも 2 学級のときもあ

りますけれども、これからどうなっていくかという推移の中では、2～3 学級あったほう

が良いということで、統合を考えております。 
    いま出てきている通学距離の問題などは、これから実際にやってみながら考えています。

たしかに小学校 1 年生と 5～6 年生の歩きは違うと思います。私どもも、かなりゆっくり

と歩いたつもりですが、そこに差異があったとすれば、実測の機会に出てくるかと押さえ

ております。 



 8 

 
住 民 4 校の問題にしないでほしいと言ったのは、北進町の隣に美沢町がありますが、すぐ隣

に小さなお子さんがいましても、学校が違って交流がない。あそこに小さいお子さんがい

るか分からないが、例えばあそこを広葉小学校の校区にしたらどうか。広葉小学校の規模

が平成 21 年を 8 学級と考えると、12 学級を確保できるお子さんがいるとすれば、東部小

学校からもらえばいいのではないか。4 校だけの問題にするのではなく、市街地全体で学

区自体を考えたらどうだったのかということで、お話をしたかった。団地 4 校での問題と

いう話をされたので、そういう観点でなく、町でどの学校に通うのかということで、通学

距離や人数を考えながら、学校の区割りを考えるという観点はなかったのか聞きたかった

のです。 
 
住 民 今は東部小学校の学区になっていますが、いま北進町の目の前に校区があって、東部小

学校に行かれないのと一緒で、若葉小学校に行けば近い地区もあります。子どもも自分で

歩くにしても、2km 以上の距離があって、バスや自転車通学ということがある。大曲並木

などはへたをすれば大曲小学校の方が近かったり、大曲末広の中でも大曲に行ったほうが

近い。どういう基準で区割りをしているのか、一般市民としては理解に苦しむところが北

広島市内に結構ある。利便性や子どもの人数も考えながら、検討する余地はないのか。 
 
事務局 市内全体の中で通学区域の見直しをしなかったのかということですが、基本的に適正規

模の配置にあたって、通学区域の見直しはしないという前提でやっております。先ほど言

われたように、通学区域審議会の中でもシミュレーションはやっています。その際に、広

葉小学校に隣接している東部小学校との抱き合わせで、4 校が適正規模の存続ができるの

であれば、そちらの方が良いのではないかという気持ちを皆さん持たれていました。どこ

の地区ということではありませんが、東部小学校の児童を持ってくると、現在は適正規模

ですが、東部小学校が足りなくなるという状況にあるため、問題は解決しないということ

になります。 
もうひとつは、通学区域の部分が先ほどから問題になっているが、子育て教育を基本に、

地域の活性化・適正の中で決めてきている定義がある。適正規模の中で併せて見直しをす

るとなると、全市的な話になるので、今回は通学区域を変えないで検討をしてきている。 
地域において、過去の経過というようなかたちで残っている部分はある。例えば団地が

拡大していっている部分と、元々大きな町名の中に学校が 1 校あった。その中の一部に、

団地ができて学校ができた。そうなると周りの地域は町名変更になっていないですから、

昔のまま残っている。地域的に言うと、団地周辺なら若葉が近いが、歴史的な経緯ができ

ているので、その中で通学区域が決められている状況にある。 
 
住 民 昔からそうだったという固定概念にどうしてなるのか。今はこういう状態なんですから、

固定概念を全部はずして、市全体を見て考えるべきではないか。 
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事務局 今回につきましては、各学校の適正規模についてどうあるべきかという中で、北広島団

地の中の 4 校については、12～24 学級の適正規模から外れているため、現行の中でどう

していくべきかという論議をしてきている。それを全校見直しの、振り出しに戻して全部

やるとなると、別な次元の話になってくるということもあり、今回は現行の中で改善でき

る手立てを考えていこうということで動いてきている。 
 
住 民 4 校の合併をなぜ考えなかったのかという質問に対し、まず 2 校と言われているが、こ

れは将来的に 4 校の合併も視野に入れているのか。 
 
事務局 4 校を 1 校に統合しても、1 校で適正規模の学級ができるという、審議会で審議がなさ

れています。しかし今の 4 校を 1 校にしたとしても、真中に用地を確保してそこに小学校

をつくるということにはなりません。こちらも審議会で話はされております。そこで 4 校

のうち、どこかを核にして統合するということになると、お子さんや保護者さんの負担も

大きく、不安も大きいだろうということがあり、審議会の中で規模というだけではなく、

考えていくことが必要だということから、2 校になったという経過があります。教育委員

会の会議の中でも、審議会の答申の経過を踏まえて議論した結果、その考えを尊重しよう

ということで、2 校を 1 校にという方向付けがされたということです。 
 
住 民 わたしの考え方が悪いのかもしれませんが、4 校を 1 校にとなると反対がある。大変だ

しお金もない。財政が厳しいのは承知をしている。それなので、まず 2 校というふうに聞

こえてしまう。児童数も将来的な予想が甘いという印象を受ける。もっと大きい目でしっ

かりと見てほしい。いろいろ大変なのは分かりますが、皆で頑張っていかなければならな

いのに、甘い事業でやっているとしか思えない。 
 
事務局 子どもの数につきましては、我々は大きくしようとか小さくしようという考えはありま

せん。資料の中で平成 19 年 5 月 1 日と表記しているものがありますが、これは 5 月 1 日

現在で、北広島市民として 0 歳からの就学前児童の実数です。3～4 年後の時点でいいま

すと、当然社会増が考えられますから、増えていく可能性はありますが、こちらは現在の

実数であります。 
 
住 民 5～6 年先の推定ではなく、実数だということは良く分かりましたが、行政の方がいろ

いろ予測して、10～20 年の計画というものをやっていますが、どうしてそういう長期的

な予測が出ないのでしょうか。 
 
事務局 わたしも推計・統計の仕事に携わっていないので、具体的なお話はできませんが、まず

人口規模で何千人、何万人の推計と、例えば学齢児童の数ということでいいますと、昭和
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58 年の北広島の人口は約 3 万 8,000 人です。そのときにはここにありますように、団地

の 4 校で 2,680 人のお子さんがいました。今の人口は 6 万 1,000 人以上いますが、団地の

4 校で 750 人くらいです。そういうように、人口の推計は算式や根拠がありますから出せ

ても、これだけ急激に少子化が進んでおりますし、北広島団地の子どもさんの数というの

は、北広島市内の中でも減少が著しいという状況があります。そのため推計が難しいとい

うのと、あまり皆さまにお示しするものが、違った数字になるのも問題がありますので、

我々が皆さまに説明できるのは、今現在の数字であります。そこでこの数字を表記させて

いただきました。20 より多くなるという予想はできますが、実数でお示しさせていただ

きましたので、ご理解をいただきたいと思います。 
 
住 民 3 年生と 5 年生の子がいますが、質疑応答を聞いていまして非常にもやもやしている。

教育委員会の考えとして、広葉小学校と若葉小学校の統合として若葉小学校、緑陽小学校

と高台小学校では高台小学校が望ましいと考えますが、ただし保護者・地域の方々の理解

を得ながら、決定するとあります。質問ではありません。反対です。今までの説明を聞い

ていて、広葉小学校がなくなるということには反対です。理由は 3 つありますから、意見

として持っていってください。 
まず 1 つ目は、あまり詳しく言うと歳が分かるのでいやなのですが、わたしも広葉小学

校の卒業生です。わたしが卒業したときには若葉小学校はなく、白樺町からも南町からも

通ってきていました。北広島団地の中心ということで、広葉小学校ができました。だんだ

ん広がっていきましたが、現在どんどん子どもが減ってきていますので、統合していくの

はやむを得ないのかとは思います。ただし白樺町や南町や山の手の方のお子さんの減少が

激しいのは事実なので、やはり広葉小学校が中心だと思います。駅前にもありますし、ロ

イヤルシャトーなどのマンションや北進団地、輝美団地、広葉町、栄町というのは、北広

島団地の中心地にあたると思いますので、小学校がたった 2 年新しいというだけで、そち

らの方の適正をどうこういって選ぶのは、どうかと思います。 
2 点目は、何十年も経っているわけですけれども、そこの坂道が危険で大きな事故があ

ったとは記憶していません。この傾斜があるがために、どこの校舎も日当たりがいいとい

うのも事実です。これは平地にない利点だと思いますので、校舎の傾斜がどうこう言うの

であれば、逆に安全性を考えていただきたいと思いました。 
3 点目ですが、広葉小学校の方が全校生徒の数が多いです。例えば広葉小学校の人数が

100 人弱くらいの人数で、若葉小学校さんが 300 人くらいいるのなら、しょうがないかと

は思いますが、広葉小学校の方が北広島団地の中心に位置していながら、人数も多い。今

後の推移で平成 25 年の入学者数を見てみましても、広葉小学校が 35 人で、若葉小学校

24 人、高台小学校 8 人、緑陽小学校 11 人ですから、若葉小学校・高台小学校・緑陽小学

校の 3 校を統合して、広葉小学校を残してもいいくらいだと思いました。先は分からない

ですが、広葉小学校は減ってもいますが、35 人に増えてきているという事実もあります。

駅前の開発が進んでおりますし、どういう住民がどういうふうに老齢化していっているの
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か、今後子どもがどうなっていくのかということをきちんと考え合わせてほしい。また賃

貸の団地があるのかどうかということも、今後入れ替わりがあって子どもが減らないとい

う大きな理由になる。そういう意味では一軒家でどんどん広まってきてはきましたが、逆

に減少していったら、広島団地の中では一番歴史のある広葉小学校をわざわざ若葉小学校

に統合するというのは、残念な気がしますし、大いに反対します。散歩道を通られたこと

はありますか。わたしはよく主人と歩くのですが、非常に怖いです。大人が歩いても怖い

のです。朝 6～7 時ですと人もいないですし、人も住んでいるのかいないのか分からない

です。緑地に囲まれていると言いましたが、誰が出てくるのか分からないので、わたしは

大人ですが一人では歩けません。いま広葉小学校に通って良いなと思うのは、死角がない

ことです。中学校もありますし、いろいろな家から必ず見えるところにありますから、不

審者に連れ去られるということもない。そういうことも考えますと、若葉小学校まで歩い

ていきますと、死角になるところがたくさんある。ましてや冬の夕方を考えますと、通わ

せたくないというのが事実です。そういうことを全部勘案して考えなければならないので、

広葉小学校をなくすというのは、最後の案になってもいいのではないかと思います。賛成

が得られないと思います。これは質問ではなく意見でありますので、お答えいただかなく

て結構です。 
 
事務局 意見として承りました。ありがとうございます。 
 
住 民 いま新聞記事を手に持っていますが、北広島地区 4 校統合で校舎は若葉・高台で決定と

新聞には掲載されている。確かに文章の最後には、統合の詳細についてはさらに検討する

ことにしていると文章は結んでいるが、これは決定なのですか。 
 
事務局 これは 24 日の北海道新聞の朝刊ということでしょうか。私たちは記者ではありません

ので、直接記事についてあれこれ言えないのですが、この時の教育委員会管理部の話と、

この言葉に舌足らずな部分があると思いますので、ご説明したいと思います。23 日に教

育委員会の会議が開催されましたが、ここに書いてありますように、若葉小学校と高台小

学校に決定したわけではありません。管理面・通学距離で決定と書いてありますので、そ

ういうふうに思われたのかと思いますが、教育委員会会議での決定は、その前段はいろい

ろありますが、高台小学校と若葉小学校が望ましいということです。ただし、保護者・地

域の方々の理解を得ながら決定していくこととするということになっていますので、何が

何でも若葉小学校と高台小学校に決定ということではありません。審議会での審議経過や

教育委員会での方向付けということを踏まえて、我々はこうして説明会を開催し、ご理解

をいただきたいと考えています。 
 
住 民 それでは決定ではないということですね。まだ広葉小学校が残る可能性が残る可能性が

あると理解してよろしいでしょうか。 
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事務局 いまお話しましたように、審議会での審議結果を重く受け止めております。それは答申

としていただいたものであり、それを踏まえ教育委員会の会議の中で、いろいろ議論され

てきた経過があります。我々はまず皆さんの理解を得るために、こうして来ております。

最大限の理解を得るために、次回の説明会も開催したいと思っております。決定ではあり

ませんが、少なくとも理解を得るための努力をこれからも続けていきたいということであ

ります。 
 
住 民 決定ありきの説明会ではないということですよね。理解を得られるというのは、若葉小

学校に決まる理解を得られるということですか。 
 
事務局 審議会・教育委員会会議の中で審議され、方向付けがされているということですから、

我々はそれを重く受け止めて、皆さんの理解を得たいということであります。 
 
住 民 新聞記事を書いたのは、北海道新聞の記者の方だと思うのですが、新聞というのは皆読

んでいて、すごく影響力が大きいと思うのです。例えば選挙で自民党惨敗と自民党惨敗か

ということでしたら、まったく結果が違いますよね。決定だったらこの説明会に来ても仕

方がないと、来られていない方もいます。そのへんはどういうふうに考えているのかお聞

きします。 
 
住 民 いろいろ出た意見は、これからもう一度審議会の方に持ち帰り、協議されることはあり

得るのか。またそれをさらに保護者向けに持って来て、説明会を開く気があるのか。これ

だけの質疑が出たということは、それを持ち帰って検討していただかないと、何も意味が

ありません。人数を見て、統合は免れないと思っている人もいます。ただそれにおいての、

教育委員会の出方が私たちは納得いかない部分が多いのです。今の話を聞いていると、も

う若葉小学校に決まっています。あとは保護者の了解を得たいとしか、わたしは聞き取れ

ない。7 月 26 日に保護者向けに配った中にも、教育委員会としては今後統合によって使

用する校舎については、上記の項目について基本的な考え方の検討を行った上で、保護者

や地域の方々を対象に説明会を開催し、理解を得ながら決定していきたいと考えておりま

すというプリントが配られています。しかし新聞に決定と断定で載ったということは、若

葉小学校に決まりだということで、この説明会に来られていない人もいるし、若葉小学校

の父兄とお話した時には、安心しているというお話も聞いています。そういったところを

教育委員会として、どう受け止めるのか。そのへんをもう少し煮詰めてほしいと思います。 
 
事務局 繰り返しになってしまうかもしれませんが、子どもさんと一緒に歩いてみてほしいとあ

りましたので、歩くことにしておりますし、子どもの数についても先ほど聞かれています

ので、調べて次回の説明会で報告させていただきたいと思いますが、いずれにしても平成
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17 年 6 月から、1 年半をかけて審議会で議論された経過で、それを答申として教育委員会

で受け、その答申の内容を教育委員会として議論をしたり、学校の校舎を調査したり、通

学路になるであろう歩道を見てきた経過があります。その結果、一定の方向付けをされた

ということは、我々事務局としては重く受け止め、皆さんに説明をし、理解を得て進めて

いきたいと、基本的に考えております。 
 
住 民 答申はどちらの学校に統合するかということは、教育委員会に任されているという感じ

があったと思います。先ほどの話を聞いていますと、児童数は問題ではないというお話が

ありましたが、そうではなくて、児童の通学区域というのは、一番大きな問題として考え

ていただきたい。校舎の比較については、文言の訂正があるようなずさんなものですから、

そういった後付けの理由のようなことは、あげていただきたくありません。通学地域・通

学区域というのは、大事な要素になるかと思いますので、検討いただきたいと思います。 
    広葉小学校が良いと思うのは、学校の施設の中に学童保育の設備があることで、放課後

に学校の外に出ないで学童保育を受けられるというのが、大きなメリットになっています。

若葉小学校に移転した場合、学童保育は校内ではなされないのかと思います。それが高台

の公民館に移るということになると、移動距離が長くなってしまうということもあります。

広葉小学校には学童施設を併設できる余裕があるのですから、そちらの方を重視していた

だきたい。 
 
事務局 広葉小学校の校舎については、学童の部分とお年寄りなど、地域に開放している部分と、

地域の子育て支援に現在は使っています。部署が違うので、私の方から具体的な話はでき

る状況ではありませんが、今まで長い間学童保育に使われていますので、十分担当部署の

方では考えていくのではないかと思う。今の話を担当部署にしたい。 
 
住 民 統合してどちらになるかは、望ましいというものが若葉小学校だったということで、先

ほど皆さんが質問している中で、通学児童数は考慮していないということでした。校舎に

ついても安全性が懸念されるスロープについても、何でもないということで、校舎につい

ても差がないのに、なぜ向こうなのか自分なりに考えると、3 ページの大規模修繕実施年

度で、広葉小学校体育館未施工、若葉小学校平成 7 年施工。耐震の部分では両校ともやっ

ていないということで、残した学校に補強をするのであれば、広葉小学校より若葉小学校

の方が安く済むからと、変な勘繰りをしてしまう。子どものことよりも、校舎の維持管理

のことが決め手となって若葉小学校を選んだというのであれば、納得ができない。なぜ子

どもの人数などを考慮に入れずに、何を根拠決まったのか。何が若葉小学校の方が優れて

いたのか、また広葉小学校のどこが望ましくないと考えたのか、もう少し具体的にお話い

ただかないと、この資料だけを見ると、広葉小学校を残すとなれば体育館の大規模修繕も

しなければならないし、どちらを残すにしても、耐震補強でお金がかかる。少しは安く済

む若葉小学校の方が良いとなったとしか思えない。そこに通う子ども達の通学とか安全を
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考えて欲しい。穏便に話をしようと思っていたが、納得ができない部分が多くなってきた。 
 
事務局 お金の部分で選定したのではないかというお話でしたが、私どもの方では一切やってお

りません。今回の部分については、教育的にどちらの条件がいいかということであります。

統合というのは、現状の状態でどういうかたちが一番望ましいのかということで、現状を

否定するのではなく、教育的に考えた場合、どうすればいいのかということで適正規模と

いうかたちが出てきている。広葉小学校・若葉小学校の小規模校で行われている教育その

ものを否定しているわけではありません。ただ 1 学年 1 学級ということになれば、クラス

替えができないということがどうしてもある。それならば、子ども達に無理のない範囲の

中で、できる方法があるのであれば、推進していかなければならないという観点からきて

いるものです。先ほど人数の多い少ないによってやるという考え方が言われておりますが、

こちらとしては人数などではなく、より総合的な部分の中で、無理のない範囲はどちらな

のかということで考えてきております。 
 
住 民 実際に教育を受けるのは、あなた達でなければ私たちでもない。実際にいる子ども達が

受けるのに、その子ども達の多い少ないでものを言ってはいけないのか。それを受ける子

どもの人数の多いところを選択するというのは、間違ったことか。自然の原理だと思う。

より負担が多くなるのです。だったら少ない方がいいじゃないか。負担が増えるのは、少

ない方が良くないですか。何で多いほうが我慢をしなければならないのか。わたしも穏や

かに話をつけましょうと思ったけれども、今の話を聞いたら穏やかではいられない。これ

からの子ども達のことを考えてください。けして若葉小学校がだめだとか、広葉小学校が

だめだとか、人数でものは言いたくない。でも多い方が勝つのです。多いほうに基準を合

わせるのが現状なのですよ。少ないより多い方、今後も多いであろうという方にウェイト

を置くのはだめなのか。説明会をしてから、どちらが正しいか決めるべきだったと思う。

先に若葉小学校ありきで、これでお願いしますというのでは、説明会でも何でもない。決

定ではないといっても、誰も信じません。まず全部の意見を持ち帰り、若葉小学校の意見

も持ち帰り、それからどちらが望ましいかを考えるべきではないのか。なぜ父兄や子ども

達を持つ親の意見を聞かないで、教育委員会の方が望ましいと決めてしまったのか、理解

ができない。白紙に戻して欲しい。 
 
住 民 平成 18 年 12 月 12 日と 27 日に若葉と広葉、高台と緑陽の審議会の諮問が出ました。

それは記事にもなりましたが、ここで住民説明会はありましたか。平成 17 年 11 月 15 日

に適正規模に関し、12～24 学級ということが出まして、それの説明会は学校でありまし

た。概ね致し方ないという文章でホームページにまとめられていたのですが、それを持ち

帰って、どこをどう合併するのかという、審議会の議論を平成 18 年度にしています。何

回か傍聴に行きましたが、平成 18 年 12 月 27 日に、最終的に広葉小学校対若葉小学校、

高台小学校対緑陽小学校という事が出ました。それについては住民の意見を聞きながらと
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いう、附帯意見が付いています。このあと我々に説明会はありましたか。 
 
事務局 適正配置に対する通学区域審議会からの答申を受けた後の説明会は、今回が初めてです。 
 
住 民 なぜなかったのか。 
 
事務局 通学区域審議会からの答申につきましては、統合の組み合わせ校名は具体的に言ってい

ません。教育委員会の考え方を示したかたちの中で、今回の説明会を実施していきたいと

いうことです。 
 
住 民 順番がおかしいと思う。なぜ新聞記事で終わりなのか。これだけで終わりなのは、おか

しいと思う。 
 
事務局 教育委員会としては諮問をしているというかたちから、答申については基本的に尊重し

ていきたいという立場で、当初からきております。適正規模に関しましては、中間答申と

いうかたちで、こういう審議をして北広島団地の中については、適正規模にいたっていな

い部分もあります。そこで通学区域審議会ではこういうかたちで進んできていますという

考えをお示ししながら、それに対してご理解をいただく。その後どういうご意見があるか

伺い、通学区域審議会の方にお示ししながら、適正規模の審議をしていただきました。通

学区域審議会の答申を受けた後に、教育委員会も諮問をしておりますから、答申を尊重す

るという立場をとっております。ただ今回通学区域審議会の方からは、具体的な校名がな

かったものですから、それに対してこちらで検討し一定の方向を出した上で、今日皆さま

方への説明会をして、その中で意見を伺いたいということで来ております。 
 
事務局 補足をしますと、審議会を傍聴されていたということですから、審議会では 4 校の両校

を一括ではなく、2 校を 1 校にという方向付けがされ、どちらの校舎を使用するかという

ことは、教育委員会にその判断を委ねるという方向で進んできているのは、ご承知だと思

います。教育委員会が諮問しまして、審議会は教育委員会に対する答申なのです。答申の

中で、どちらの校舎を使うかは、教育委員会に委ねるということがありましたので、教育

委員会として3カ月に渡る審議検討の結果、今の方向付けがされたということであります。

それに基づき、教育委員会で基本方針を立てまして、7 月 23 日の方向付けがされたとい

うことです。先ほどなぜ説明会をされなかったのかというお話がありましたが、教育委員

会に対する答申です。 
 
住 民 中間答申の説明会があったのに、最終答申の説明会がなかったのはなぜか。 
 
事務局 市内の子どもの数が減っており、6 学級から 23 学級くらいの、約 4 倍の格差があると
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いうことから、審議会の中では、団地の中の小学校について検討を進めてきたという経過

があります。まずは規模についての検討がなされました。それでそれぞれの学校校区ごと

に、教育委員会として説明をさせていただきました。そこで適正規模に対する反対意見も

ありましたけれども、一定の評価が得られたということで、審議会について配置の検討を

進めていただきました。その結果、先ほど来お話に出ておりますような方向性が示され、

尚且つ教育委員会でどちらの校舎を使うか委ねるという、答申の内容だったということで

す。それを受け、教育委員会では審議会の審議経過や答申の内容を踏まえて、教育委員会

会議の中で検討を重ね、基本方針を立て、基本方針に基づく検討がなされ、いまの 2 校を

使うことが望ましいという方向が示されました。それを皆さまに考え方をお知らせしてい

るということです。 
 
住 民 しかしこの学校を選んだ理由は、たいした理由ではないと認めたではないですか。若葉

小学校ひいきの方とか、利害関係があるとかはさすがにありませんよね。 
 
事務局 それはありません。 
 
住 民 それであれば直接関係ないかもしれませんが、教育長さんもいらっしゃっていることで

すし、最終決定をするということで、どうお考えなのか。 
 
事務局 最終決定をするということは、こういう説明会をしながら、いろいろな意見を踏まえて、

ご理解をいただき決定していくということであります。 
 
住 民 今日私たちの質問に答えていただいた中では、表向きは若葉小学校が望ましいとなって

いますが、変な勘ぐりですが、ここに持って来られている資料の片隅には、決定と書いて

いるとしか思えないようなお答えしか返ってこないので、私たちも穏便に話をしようと思

いつつも、そこは私たちも譲りたくはないのです。 
 
事務局 校舎の設備状況、周辺の環境も含め、校舎の中でも特別教室や普通教室の配置など、総

合的に判断しています。 
 
住 民 説明の仕方で、無理に差をつけようとしているのだと思う。差はないのです。だったら

最初から白紙に戻して、こちらが望ましいなどと上から言われ、先に決定ありきな説明会

をされても、どうかと思います。 
 
住 民 地域の方の理解を得ながらということですが、理解を得られていないのですよ。今回広

葉小学校の理解を得られなかったとして、審議に持ち帰っていただけませんか。 
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事務局 いまの意見は受けたまわらせていただきます。ホームページなどでもお知らせさせてい

ただいておりますが、今日ここで広葉小学校の皆さんのお考えを聞きました。明日以降も

ほかの区域の小学校の保護者の意見も伺います。その上で、先ほどの質問や調査の依頼が

ありました件についても、次回の説明会にはお答えする状況にありませんので、その辺を

きちんと調べていきます。ただこの場で、どうするといったことは、お答えする状況には

ありません。 
 
住 民 ほかの学校で理解を得られても、広葉小学校では理解を得られなければしょうがありま

せん。多数決で、3 校で了解を得られたからどうこうというのではなくて、ひとつひとつ

の学校でどうしたらいいのかです。 
 
事務局 お話は受けたまわりましたが、持ち帰って次回に説明させていただきたいこともありま

すし、何回も言いますが、こちらが今日初めてです。明日以降もほかの区域の小学校の保

護者の皆さん・地域の皆さんに説明をさせていただいて、いまお話したようなお話をさせ

ていただきます。皆さんのご質問や意見はきちんと受け止めさせていただきます。 
 
住 民 お願いなのですが、若葉小学校が望ましいと考えている理由について、次回は文章で出

して欲しい。総合的な判断では、さっぱり分からない。どういうところで若葉小学校が良

くて望ましいと判断されたのか、出していただきたい。 
 
住 民 通学距離の優位性はあまり認められませんとあるが、皆納得ができないのです。居住位

置の関係をもう一度検討していただくことを提案します。円を描いて、現在ここからここ

までの、半径何 km に入っていますということではなくて、道路を歩いた距離で、皆が納

得するような資料を提出してください。 
 
住 民 途中から来て、話の流れがよく分かっていないのですが、まず北海道新聞に決定と出て

いるのですが、決定は事実なのか。 
 
事務局 決定というわけではなく、教育委員会で方向付けをされて、地域の皆さんや保護者の皆

さんの理解を得ながら決定ということになっております。 
 
住 民 NO と考えていいのですね。決定はされていないということですね。 
 
事務局 理解を得ながら決定していくようにということです。 
 
住 民 決まったのか、決まっていないのかを聞いているだけです。理解を得てどうこうという

のは、どうでもいいのです。 
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事務局 方向付けがされたということで、決定はしておりません。 
 
住 民 それではこれから意見を言う機会が与えられて、それを考慮された上で最終的に決定さ

れるということですね。 
  
事務局 これが最初で最後ではありません。次回の開催を先ほどご質問いただきまして、次回の

説明会を開催して、お答えしなければならない項目がいくつもありますので、これで決定

ではないですし、これで終わりでもありません。 
 
住 民 この新聞に決定と書かれた時に、教育委員会としては勇み足ではないか。困るといった

抗議はされたか。また記録に残されているか。 
  
事務局 この新聞記事については報道機関が書いたことで、各会場で保護者や地域の皆さん、就

学前のお子さんをお持ちの保護者の皆さんに、説明会を開催しますので、その中で説明を

させていただき、理解を得ていきたいと思っております。 
 
住 民 新聞の内容を見る限りでは、決まったとしか出ていないのですが、そういった誤った情

報が流されたわけですから、教育委員会としては抗議をすべきだと思う。新聞というのは、

公のものです。それも北海道新聞という、もっとも北海道で大きなメディアで書かれてい

るわけです。それについて何も言わないで、決定ということだけが広まっている。この後

に説明会だと言われても、何のための説明会だと思ってしまう。出席しない人がいるのも、

当然だと思います。説明会があって、新聞記事に載るというのが当たり前の順序です。ど

う思いますか。 
  
事務局 言われることは、理解をしております。これからも各学区の説明会を開催していきたい

と思いますので、その中できちんと説明をして、お話の中でご理解をいただきたいと思い

ます。 
 
住 民 これは最終的には、どちらも譲りたくない問題だと思うのです。状況的にはどちらかに

統合しなければならない。それがきちんとコンセンサスを得た上で決定されるのであれば、

それに従うことは、民主主義としては当たり前だと思う。ただし民主主義の原則というの

は、100 人いたら 51 人が橋を架けるといったら、49 人が架けないといっても橋を架ける

ことなんです。最終的にはそこに来るのです。多数で決まるのですよ。そこの部分はきち

んと踏まえていただきたいと思います。 
 
住 民 白紙に戻してください。教育委員会の決定事項には、父兄も児童も置き去りにされてい
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ると思います。 
  
住 民 前々回に教育委員会を傍聴させていただいたのですけれども、その資料は今日配られた

内容とほとんど同じです。そこに先ほど訂正がありましたスロープのことが入っておりま

して、委員さんも急ならば危険だということを強調されているのを覚えています。第三者

から見て、確かに平等であると思いますが、実際に使っている先生方の意見は、反映され

ていないように感じられる。この内容がそのまま、今日出された広報にも載っています。

先ほど訂正をされましたけれども、これでは何十名の人にしか、訂正が入らなかったこと

になります。実際に今日、東部小学校の方とお会いしましたが、若葉小学校に決まったの

ねと言われて、危険な校舎なんだという感じでした。ぜひ広報で訂正していただきたい。 
夏休み前に配られたプリントで、保護者や地域の皆さんへの説明会を行い、意見および

ご理解を得ながら進めていきたいと思いますとあるのに、なぜ今日なのか。夏休みの最中

で、旅行に行かれて出席できないという方もいます。 
  
事務局 教育委員会の会議が 23 日に行われました。決定したことに関しては、できるだけ早く

皆さま方にお伝えしたいということで、周知の期間を 10 日間程度置き、また 24 日がたま

たま終業式にあたるということで、皆さま方に周知をしていく方法として、子どもさんを

通じて、皆さま方にご案内を出させていただきました。教育委員会としては、保護者の方

が児童に関わるということで、早く説明会を開くという考え方が出ました。また夏休みと

いうことで、逆に無理がないのではないかという判断をしておりました。ただこの説明会

については、今日限りということは考えておりませんので、都合が悪い方がいれば、調整

をしながら応じていくという考えでいます。 
    校舎につきましては、統合を前提として比較をしたときに、長期的にいうとどちらの方

が教育的条件として良いかという絡みの中で、位置もかたちも違う中で比較をしたという

ことであります。 
 
住 民 スロープがということが強調されていますけれども、若葉小で死角になる階段で、子ど

もが 1 人落ち、足を折って入院されております。その後も、この階段は改善がされていま

せん。広葉小学校から言わせると、そんな危険のある死角の部分があり、改善もされてい

ないところに、子どもはやれないです。親なら絶対にそう思います。ずっとこのままでは

平行線のままなので、こちらの皆が要求しているのは、白紙撤回をしていただけると、皆

帰られると思う。それに対しては、返答がされていない。保護者の理解を求めてから学校

を考えるべきだという意見が出ているのに、今日この場で教育委員会としての返事は、い

ただけないのでしょうか。 
   
事務局 今回の開催は、通学区域審議会の答申を受けて、教育委員会の意見を示したということ

で説明をしております。 



 20 

 
住 民 場所を押さえる関係もあるでしょうが、いつもなぜ後手後手なのですか。 
  
事務局 遅いということですか。 
 
住 民 遅いです。新聞の記事が出るのは、担当部署には分かっているはず。なぜ直ぐに説明会

でこういうような現状ですということをやっていかないのか。役所というのは、いつも記

事が出てから、熱が冷めてから説明会というケースが多い。今ここに来ていない人も、様々

な理由があるでしょうが、多くの方の意見を吸い上げていきたいと思うのであれば、多く

来られる時期や時間の説明会をできないのか。 
  
事務局 23 日の教育委員会会議は、公開のかたちでやっています。 
 
住 民 わたしが言いたいのは、こういう大事なことであればあるほど、説明は速やかに行って

ほしいのです。新聞記者の見解で、ああいう書き方になったのだと思いますが、新聞記事

というのはいくらでも差し止めることはできると思うのです。そうしたらこういった誤解

を招くようなことにならなかったと思うのです。 
  
事務局 基本的に教育委員会会議は公開で行っており、会議の開催については、市のホームペー

ジ等を通じて皆さまにお知らせして、傍聴をしたい方には傍聴できる体制でやっています。

今回の場合は新聞記者が教育委員会会議を傍聴されて、それを記事にしたということだと

思います。23 日午後 3 時からの会議でしたから、その夜に印刷をしまして、子どもさん

を通じて持っていっていただきました。先ほど直ぐにでもやったらどうかというお話でし

たけれども、子どもさんに持っていっていただいて、仮に25日や26日にやるというのは、

たぶん皆さんの参加は無理ではないかと思います。 
 
住 民 夜であれば、緊急を要するものであれば子どものことですから、下の子がいればなおの

こと私たちは集まりますよ。 
  
事務局 今回は 23 日に決まった内容を 24 日にお知らせしました。そして 1 週間程度の期間を置

いて、8 月 1 日ということになったのですが、今後ある程度の期間ということで、2～3 日

を置いて次回の会議を開催しなさいということであれば、今後はできるだけそういう予定

を組ませていただきます。その辺は少なくとも、皆さんの意向を尊重しながら、次回の説

明会をさせていただきたいと思います。もし今回の日程設定の仕方に問題があったのであ

れば、お申し付けください。1 週間が最大限の短い期間だということで、ご理解をいただ

きたいと思います。今のお話のように、もっと短い期間でやれということであれば、こち

らの準備はありますけれども、事情が許すのであれば、次回の会議は予定させていただき
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ます。ぜひ皆さまでも調整を図っていただいて、我々も最大限の努力をして、皆さまの予

定に合わせるようにいたしますので、よろしくお願いいたします。 
 
住 民 いま私が言いたかったのはそういう問題ではない。夏休みに入る時期ですから、1 週間

後にやっていただくという、その手続き上は何も問題はないのですよ。ただあの新聞報道

を受けて、広葉小学校の方は決まったのということになると思うのです。そこが不信感の

始まりだと思うのですよ。24 日に出すプリントか、その後でも結構ですけれども、あの

新聞報道は新聞記者の勇み足で、委員会ではこういうように考えますというようなことが

あれば、また違ったかと思うのです。 
  
事務局 お話は我々も理解ができる話ですので、明日以降に説明会が地域で続いていきますので、

まず冒頭にお話をさせていただき進めさせていただきます。貴重な意見として受け止めさ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。 
    時間が 22 時少し前になりましたが、質問をされたい方はたくさんおられますか。それ

ではお二人の意見をお聞きしてお答えした後、一定の整理をさせていただきまして、今日

を締めさせていただいてよろしいですか。 
 
住 民 まず意見です。現状では合併に反対です。児童の減少等は理解ができるのですが、そち

らの対応をいろいろ見ていましたら、反対です。 
    もうひとつお願いがあります。新聞記事や配布される資料は、漢字が読めるお子さんで

したら読めていますので、子ども達の間でも不安が広がっております。子ども達も若葉小

学校にはそれぞれ知り合いがいると思うのですが、やはり自分のところから違うところへ

通わなければならなくなるというように、自分の子ども達だけではなく不安を感じていま

す。子ども向けの文章の配布もお願いいたします。 
  
事務局 子ども向けの文章ということでしたけれども、今回の説明資料の子ども向けということ

でしょうか。 
 
住 民 そうです。低学年と高学年では理解が違うと思いますが、子どもがだんだん減っていく

し、クラス替えができなくなるから、こう考えているというようなものを全児童に配布し

ていただきたい。うちは配布された資料について聞かれたので答えましたけれども、それ

はお願いです。 
  
事務局 ご要望ということで伺いますけれども、教育活動の中で、あるいは親御さんがお子さん

とのお話の中で、解決をしていただきたいというのが、教育委員会としての考えです。 
  
住 民 この文章を翻訳して出すには、ずるい逃げの文章を使っているから、難しいですよね。
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これは一要望です。 
  
住 民 2 年に通っています。先ほどから皆さん理解できないことが多くて、声が上がっている

ことを理解していただきたいと思います。 
    確認事項なのですが、新聞で報道された決定ということは、訂正を出す気があるのか教

えて欲しい。 
  
事務局 決定というそのものは、新聞記者の方が判断されることだということで、訂正というこ

とは考えていない。 
 
住 民 決定という新聞報道は、わたしも決定だと思いました。子どもにも決定だと説明しまし

た。子どもの立場からすれば、どう思われますか。このままにしておくのか。 
  
事務局 明確に理解はされてないかもしれませんが、教育委員会の考えとしてこの説明会をして

おりますし、今のところ決定ではありません。お父さんについても、お子さんにそういう

お話をしていただきたい。 
 
住 民 ここに出席している方のお子さんには、説明ができますが、いま皆さんは夏休みで学校

に来ていないのに、来ていない方たちに対してはどうするのか。 
  
事務局 説明会については、1 回ということは考えておりません。機会を見つけて説明会を実施

していきたい。その中で、ご意見やご理解をいただきたいと考えておりますので、個々に

できるだけ多くの方と話し合いをしていきたいと思います。 
 
住 民 この決定という言葉が、一人歩きをしているということは分かりませんか。これを時間

を置いて、皆さんに説明をして理解を得ながらといっている間に、間違ったことがずっと

皆さんに残っている。このことについて、何も思わないのか。 
  
事務局 教育委員会としては、新聞への訂正という部分はできないと考えております。時間が経

てば、そのかたちで認識されてしまうという事だと思いますが、我々としては今回早急な

かたちで全児童に通知をしたというのも、できるだけ多くの方に来ていただきたいという

ことで、ここに出席された方は決定ではないということを理解してもらえました。次には

できるだけ多くの方と話し合いをして、考え方を伝えていきたいと思います。 
 
住 民 多くの方と話し合いをしたいということですが、今月中のことか。 
  
事務局 今月中については他の学校がありますので、この件については後ほど次回の部分を含め
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て要望をお聞きするということになるかと思います。 
 
住 民 間違った報道がされていますという、周知をする何かしらの手段はできないのか。新聞

社が書いたことは、私どもは知りませんとしか聞こえないのです。 
  
住 民 明日以降に開かれる説明会で、冒頭で新聞記事のことは各学校にお話いただけるという

ことでしたよね。 
  
事務局 お話します。 
 
住 民 やはり訂正は出すべきではないですか。250 数人いるのに、これしか来ていないのです

よ。 
  
事務局 皆さま広報誌を見ていただきましたか。今日の広報誌を見ていただきますと、教育委員

会の考え方を皆さまに見ていただけるように出しております。 
 
住 民 隅から隅まで読みましたが、何を言いたいのかまったく理解ができない。わたしの国語

力が少ないのかもわかりませんけれども、理解ができません。 
  
事務局 統合後に使用する校舎についてというところで、望ましいという表現で掲載させていた

だいておりますが、この辺も分かり難いということでしょうか。 
 
住 民 望ましいというこの広報を見て、新聞と少し違うと思いました。新聞を見て、広報を見

て、そういう段階を踏んでいるものについては、まだなのかなという、はてななのです。

今日決定でないと聞き、まだ話し合いの余地があると理解ができた。 
  
事務局 そのために今日行っております。先ほどご質問をいただいた方も、広報は見ていただい

ておりますよね。統合後に使用する校舎についてというところで、ここを見てご理解いた

だけないということでしょうか。 
 
住 民 理解ができません。 
 
住 民 望ましいと考えますという書き方は、決定だと誤解をされるのではないか。説明会もま

だなのに、こういう書き方をする必要があるのか。 
  
事務局 決定はまだしていないということです。 
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住 民 それでは白紙になる可能性もあるということですよね。 
  
事務局 こちらの学校の説明会は、今日が最初です。明日から他の地域で、同じ内容の説明をさ

せていただきます。今回の皆さまからのご意見も、きちんと受け止めさせていただきます

と言いましたが、他の校区の方たちからもいろいろなご意見が出ると思います。教育委員

会で最終的に方向付けをしたことを各校区の保護者の皆さまに、最初に説明会をさせてい

ただきます。それから地域の皆さまにも、ぜひこの考えを聞いていただくというところか

ら、スタートをしていきたいと考えております。今日いろいろなご意見が出たことについ

ては、十分に受け止めさせていただきますし、質問等で次回にお答えしなければならない

ものもありますので、その辺はご理解をいただきたい。 
 
住 民 何時になっても理解できないと思うのですよ。わたしはよく知らなかったのですが、何

から始まったかというと、市の教育委員会が通学区域審議会に対して、2 点諮問した。適

正規模のあり方と、適正規模の具体的な方策という 2 点です。その次になぜ 4 校に絞った

かという話は先ほどありましたが、基準を満たしていない学校が、団地地区の4校だった。

その中で一番良い方法をとるのは、どうしたらいいのかと考え始めましたよね。ここにま

ず問題があるのです。この 4 校の中で決めようとするから、こんなに理解を得られないの

ではないか。全体でもう一度学区を見直すという所から始めないと、4 校を 2 校にすると

いうことは、もしも若葉小学校に決まったら、北進町の人たちは遠いです。広葉小学校に

決まりました。そうしたらずっと向こうの人たちは遠いです。どこに決まっても、遠い子

ども達は出るのです。もしも 4 校を 1 校にしたとしたら、遠い人たちがたくさん出ます。

それならばやめましょう。では少なかったらいいのですか。犠牲者が少ない方法を取ろう

という観点ではないのですか。子ども達が安全に通学できれば、文句はないと思います。

安全が保障されていないから、これだけ理解をされていない。安全が確保されていないう

ちに議論をしても、到底理解ができないと思う。安全を確保する手段を提示してください。

ガードマンを付けるとかではなくて、ひとつはスクールバスという方法もあると思います

よ。今までの議論の中で、何でバスが消えたのかということは知りません。申し訳ないけ

れども仕事も忙しいので、教育委員会に行って傍聴するとか、ホームページを見るとか、

そんな時間はないのです。子どもを安全に通学させてくれるのであれば、それでもいいと

思います。そこをよく理解した上で議論して欲しい。 
    教育委員会でいろいろな議論をしたと言われたが、その議事録はあるのですか。 
  
事務局 あります。 
 
住 民 それは閲覧できるものか。 
  
事務局 閲覧できます。 
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住 民 それはどこに行けば見られるか。 
  
事務局 教育委員会にあります。 
 
住 民 まず何よりも安全を求めていますので、これを持ち帰っていただきたい。 
    距離の問題で、2km という市の独自の基準を設けられているようですが、これはコンパ

スで測った 2km か、それとも実測 2km ですか。 
  
事務局 今回の検討にあたって、基本的に 2km 以内で考えていこうというのは、地図上で道な

りに最大通学距離のお子さんについて測った部分であります。 
  
事務局 22 時 15 分になろうとしております。できましたら今日の説明会は、ここまでにさせて

いただきたい。いくつか我々で調査報告をする項目もあります。このことについては、次

回に報告をしたいと思います。 
冒頭で小さいお子さんと実際に歩いてみないと駄目だということがありましたので、ど

ちらの方か私たちは分かりませんので、教育委員会の施策担当の工藤か川合か小菅の方ま

で、お名前と歩いていただけるお子さんの、お名前を含めてお知らせいただきたいと思い

ますが、よろしいでしょうか。 
次回の日程ですが、先ほどから直ぐやるようにというお話もありました。我々は 1 日も

早くお知らせしたいということで、今日の日を見込んで設定しました。この件についてい

ろいろ先ほど日程の調整でありました。8 月の後半までは日程が詰まっておりますし、次

回の日程の設定はご希望がありましたら、言っていただけますか。準備の都合とか、我々

も少人数で仕事をしておりますので、必ずしもその日に説明会ができるというお約束はで

きませんが、協議をしながら一人でも多くの方々に出ていただけるように、日程調整をさ

せていただきたいと思います。もし提案がありましたらお聞きをしまして、これで閉会さ

せていただきたいと思います。 
 
住 民 そのことなのですが、人数が人数なので無理なのは承知なのですが、100％の人数が来

ないと見込んでの話ですが、1 箇所で 4 つの学校の皆さんのいるところでということは無

理ですか。 
  
事務局 これはどう考えても無理だと思います。 
 
住 民 せめて広葉小学校と若葉小学校が同席した上での説明会というのは、無理なのか。 
  
事務局 いまのところ我々は考えておりません。 
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住 民 片一方で望ましいといわれているのと、だめといわれているのとでは、温度差がありす

ぎると思うのです。もし可能なら、検討していただけたらと思います。 
  
事務局 第 1 回目の地域や就学前のお子さんを持つ方、保護者の皆さんへの説明会だけでも、約

1 カ月かかります。会議録のお話が出ておりましたが、こういうものの整理も含めますと、

かなりの時間がかかると予想されますので、現時点では我々はそういう考えを持っており

ませんので、ご理解をいただきたいと思います。 
    次回の説明会についてですが、説明会は 8 月後半までを予定しておりますし、その間に

いくつか調査・検討すべきことがありました。皆さんの方でこの時期という調整をされて、

我々の方にお話をいただきますか。それとも我々の方で一定の期間を置いて、その上でま

たお知らせをするということでよろしいですか。 
 
住 民 いろいろ準備があると思いますので、そちらで決めていただいて結構です。 
 
事務局 そういうことでよろしいですか。それであれば、また子どもさんを通じて、また開催の

時期をお知らせしたいと思いますので、よろしくお願いします。それでは閉めさせていた

だいてよろしいでしょうか。 
 
住 民 今日来ていない人もいます。マスコミの影響は、非常に大きいと思うのです。間違った

報道であれば、教育委員会として抗議や訂正をするなりすれば、そういう話は出ないと思

うのですよ。もし明日から同じようなかたちでやるのであれば、やはり正しい報道の元で

集まるべきだと思うし、同じ条件で論議すべきだと思いますので、できないのではなくて、

間違っているのであれば教育委員会から抗議をして、訂正の記事を入れるようにお願いし

ます 
 
住 民 新聞記事もそうですけれども、決定していないと認められたわけですから、告知にも載

せていただきたい。それをすることで、次開催の参加者はぐっと増えると思う。不適切だ

ったわけですから、広報に書いてあることと新聞に書いてあることと、一部差異があると

ご指摘をいただいたので、というような話を載せることによって、ぐっと参加者は増える

と思います。これはお願いできないでしょうか。誤解を招いて、わたしも理解ができてい

ないのです。次回に何が話し合われるのかも、正直言って分からない。わたしの頭が悪い

のかもしれないですけれども、歯に物が挟まったままいるような感じです。これは現状で

は学校で配られているもので、1 年生以上の方しか見ていないということですね。新聞掲

載が無理なのであれば、これから就学される方々など、もう少し裾野を広げて郵便で渡す

などして欲しい。そうすれば分かるわけです。工夫をされて参加者を多くしていただかな

いと、ここに来ている方の意見は一致されていると思いますが、一意見として終わってほ
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しくない。どうもそちらの方のお話を聞いていると、次回に本当にそういう話がされるの

か、不安でしょうがない。白紙撤回という話もありますし、基本的に広葉小学校の方は反

対な訳ですから、最後にそういう約束をしていただけないか。 
 
事務局 約束というのは、何についてでしょうか。説明会の案内の中に、分かりやすく内容を入

れるということですか。 
 
住 民 そうです。あとは、もう少しこれを配る人を工夫するということです。もう少し先の学

年の方もいますよね。年少の方も関係することですよね。それはそちらにお任せしますの

で、学校だけで配るのではなくて、もう少し下の方も分かりますよね。そちらに郵送など

で、ぜひご参加いただきたいということです。今いる 6 年生の方はほとんど参加していな

いと思いますので、それはお約束していただけないですか。 
 
事務局 案内については、もう少し分かりやすくする事については、工夫をさせていただきます。 
 
住 民 分かりやすいではなくて、訂正をしていただきたいのです。間違っているのですよね。

わたしから見ると、おたくらからすれば、新聞記者が傍聴して勝手に書いたことだとしか

聞こえないのです。どこに責任の所在があるのかは、微妙なところだと思いますが、その

ことは決定ではないということで明言されましたから、そのことはまだ決定ではないと、

きちんと明記してください。できれば新聞に載せていただきたいです。新聞はうそを書い

たことになりますよね。これはマスコミですから大問題ですよ。新聞は新聞で、絶対にう

そを書いたなんて認めませんからね。それは水掛け論になると思いますので、実際に違う

のだと書いてください。新聞に書かれてしまっては、他の地域にも行ってしまっています

から、非常に誤解を招くのです。せめてこれから広葉小学校に通う方、また現状で通って

いる方については、きちんと違うと明示していただけないですか。それがどうしてできな

いか、理解不能です。 
 
事務局 先ほども言いましたが、広報誌にも載せております。 
 
住 民 広報誌に載っていることと、新聞記事が違うということもあって、先ほどもどっちだと

いう話になったのですよね。ですから改めてそちらが、まだ決まっていないと書いていた

だきたいというだけです。そんなに難しいことなのか。 
 
事務局 その辺ことは広報誌にも載せておりますし、次回のご案内のときに、どういう整理がで

きるかは、今の時点ではお話できませんが、決定ではないということは、広報誌の中でも

市民の皆さまにお知らせしたつもりであります。その辺をぜひご理解いただくように、こ

れから先の説明会でも、お話していきたいと思います。 
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住 民 新聞はやはり訂正できないものですか。 
 
新聞社 北海道新聞の能と申します。非常に皆さまの視線が痛く突き刺さっているところです。

直接訂正をする、小さい記事を付けるという方法もひとつあるのですが、今日皆さんのお

話を聞いていて、もし父母の代表の方で紙面に登場していただいて、言い分を語っていた

だく方がいらっしゃれば、ぜひ掲載させていただきたいと思っております。片一方だけと

いうのは困るので、双方の隔たりなどを分かりやすく伝えられるような報道ができればと

思っています。表現の方は勇み足があったというご指摘でした。その指摘は真摯に受け止

めたいと思います。至らなさを感じているところであります。明日の朝刊には、締め切り

が来てしまうので、申し訳ないですが入れることができませんが、今後動きがあれば逐次

伝えていきたいと思っております。逆にいろいろ教えていただきたいと思っていますので、

よろしくお願いいたします。 
 
事務局 それでは次回の開催ができるような状況になりましたら、お知らせしたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 
 
住 民 団地の 4 校の中でしか考えられないことなのでしょうか。 
 
事務局 現状では団地の 4 校の中で考えていきたいと思います。 
 
住 民 その枠を越えて考えることを一切しないと、皆さん理解できない。どこの学校にしても

皆さん誰も理解できる人がいないのに、それでも区域を変えないつもりですね。 
 
事務局 このあと他の地域の皆さん、就学前のお子さんを持つ皆さん、保護者の皆さんへの説明

会を 1 回開催する予定で考えておりますので、現時点で言えば、同じような説明会を各地

域で開催する予定でいます。 
 
住 民 現状で言えばそうなんでしょうけれども、ずっと先の将来を見据えて、子どもに良い教

育をするために、どうしたらいいかということを考えていらっしゃるのではないですか。

いま現状の小さいところで、どうして考えるのか。もっと大きく考えられないのか。皆さ

ん方にはそうあって欲しい。自分の子ども達に良い教育をさせたいという気持ちは一緒で

す。教育委員会の皆さんと一緒です。なのにどうしてそういう小さいところで考えるのか、

それをもう一度良く考えてから、話を進めてください。お願いします。 
 
事務局 大変申し訳ないのですが、同じ答えになってしまいます。審議会の経過、教育委員会で

の審議の経過、それで最終的な方向付けがされ、皆さんに説明させていただくということ
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で、今日が初めてであります。他の地域にも説明させていただき、まず 1 回目の説明会を

させていただき、どういう状況なのかということも踏まえながら、そして 1 回ではなく何

回も必要な説明はしたいと思いますし、今日来られていない方で、連絡をいただけるので

あれば、数の多い少ないを別にして、まずは説明をさせていただきたいと考えております。

それ以外は残念ながら答えは持ち合わせておりませんので、ぜひご理解をいただきたいと

思います。 
それでは皆さま 22 時半になってしまいましたが、本当に活発なご意見をいただきまし

てありがとうございます。先ほど問いかけに対して、こちらの方で次回の説明会の開催日

程を組んで良いという、ご了解をいただけたと思いますので、次回については私どもの方

からご案内を差し上げたいと思います。もし今日来られなかった方で、お話がありました

らぜひ声掛けをお願いいたします。今日は遅くまでありがとうございます。 
 
（注）発言を要約したものであり､発言すべてを記述したものではありません。 


